
効果的で継続性のある普及指導活動に向けて

千葉県農林⽔産部担い⼿⽀援課
専⾨普及指導室（農業⾰新⽀援センター）

室⻑ 鈴⽊ 純也

令和6年12⽉5⽇
協同農業普及事業に関する意⾒交換会

農業者情報データーベースの活⽤



普及指導センターの設置と職員の配置

普及技術員

66⼈(31.7%)

普及指導員

70⼈(33.6％)
上席普及指導員

13⼈(6.2%)

主任上席普及指導員

10⼈(4.8%)

グループリーダー

29⼈(13.9%)

課⻑・主席

20⼈(9.6%)

注）専⾨普及指導室15名は含まれない

・普及経験の少ない普及技術員が全体の30％以上を占める
・主任上席普及指導員が4.8％、上席普及指導員が6.2％と
なり、中堅層が減少

１０か所の普及指導センター
（地域農業事務所改良普及課）を設置 千葉県の普及職員数 208名（令和６年４⽉）



農業者情報データーベース作成の背景
過去の取り組みの問題点
パソコンの更新やＯＳのバー
ジョンアップに対応できな
かった
農家情報が最新データに更新
されず、データベースが活⽤
できなかった
活動の記載に時間がかかり、
記録が滞った

農業者の情報管理の現状（Ｒ５調査）
普及指導計画等の対象農家は個票で管
理している（63%）
農家個票の保存場所を課内で共有して
いない（29%）
異動に伴う農家情報の引継ぎが不⼗分
である（56%）
情報不⾜により業務に⽀障があった
（46%）

情報の共有・⼊⼒の簡便化・管理の継続化 を実現するために
Kintone（キントーン）を活⽤し農業者情報データーベースを作成

令和６年４⽉から全農業事務所で運⽤を開始



農業者の⽒名で農業者デー
ターを検索

記⼊者だけでなく、同⾏者
名も記録できる

農業者情報は検索結果から
⾃動⼊⼒される

活動記録の記⼊様式
（上部）

関連する普及計画と紐づけ
できる



じ

閲覧者の記⼊欄
直属のＧＬや管理職が閲覧した
ことがわかり、コメントも記⼊
できる

農業者活動内容の⾃由記載欄
写真やファイルを添付すること
ができる

活動内容の概要記載欄
指導記録⼀覧に表⽰される

活動記録の記⼊様式
（下部）



導⼊しての効果〜実感できたよい点〜
効果的な情報伝達・共有
現地活動の内容が、リアルタイムで確認・共有できる
個別経営体への活動内容・農業者の変化について詳細な記録ができる
複数⼈で担当している対象の情報共有が図りやすい

⼈材育成への活⽤
トレーナーが記載内容を⽇々確認でき、会話や助⾔がしやすい
活動記録から、「農家の状況をどう理解しているか」「どのような意識で指

導をしているか」がわかり、普及員の成⻑につながる助⾔ができる

活動の効率化
⼝頭での活動報告時間が減少し、会議時間が削減された

農業者情報データーベースの効果

今後の課題 ⼊⼒時間の確保・習慣化 活⽤⽅法の充実



１ 普及活動の「⾒える化」のツールとして

２ 経営体・農業者への普及活動の継続

農業者情報データーベースへの期待

運⽤は始まったばかり
今後も活⽤・改善を継続




